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クリストファー・コロンブス
――ジェノヴァ人航海者の夢――

（ジェノヴァ 1451年～バリャドリー1506年）
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• 1451年 クリストファー・コロンブス、ジェノヴァに生まれる

• 1471年 ポルトガル船、赤道通過

• 1476年 コロンブス、リスボンに移る

• 1484年 ポルトガル王ジョアン2世、コロンブスの支援要請を断わる

• 1485年 バルトロメウ・ディアス、喜望峰を越える（ジョアン2世の命名。ディアスは

「嵐の岬」と名づけた）

• 1492年 グラナダ奪回

カスティーリャ女王イサベル1世、コロンブスの支援を決定

第1回航海、アメリカ大陸「発見」
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• 1493-1496年 第2回航海、小アンティル諸島探索

• 1494年 トルデシーリャス条約により、スペインとポルトガルが新世界を分割

• 1497-1498年 ヴァスコ・ダ・ガマ、喜望峰まわりでカリカットに到達

• 1498年 コロンブス第3回航海、南アメリカ大陸に到達

• 1500年 アルバレス・カブラル、ブラジルを「発見」

• 1502年 コロンブス第4回航海

• 1504年 ポルトガル、インドのコーチンに拠点を置く
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• 1504-1505年 数多くの探検に参加したフィレンツェ人アメリゴ・ヴェスプッチ、書簡

集において「新大陸」の発見を明言し、自分の名前をつける

※彼が「大陸状の新天地」と名づけた南アメリカ大陸を、独立したアジアとは別個の大陸と
考えていたかについては、疑問の余地がある。

※マルティン・ヴァルトゼーミュラー：1507年の編著で独立した大陸をヨーロッパとアジアの

間に書き込んだ。

⇒「これはアメリゴが発見したのだから、アメリカと呼ばれるべきである。」

• 1506年 コロンブス、バリャドリーに没する
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《紀元2世紀のギリシアの地理学者、プトレマイ

オスの説に基づいて描かれた世界地図》
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《ヨーロッパ人による15世紀の東アジアの想像図》
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《アメリカ到達以前のコロンブスの航海範囲》
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《コロンブスの4回の航海》
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《スペインとポルトガルの世界分割》
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《コロンブスの肖像》
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《コロンブスの肖像》
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《コロンブスの署名》
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《フアン・デ・ラ・コサの地図(1500年)》
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《フアン・デ・ラ・コサの地図(1500年)――部分》
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芥川龍之介『きりしとほろ上人伝』

「如何に渡し守はおりやるまいか。その河一つ渡して給
はれい。」と、聞え渡つた。されば「きりしとほろ」は身を起
いて、外の闇夜へ揺ぎ出（いだ）いたに、如何なこと、河
のほとりには、年の頃もまだ十には足るまじい、みめ清ら
かな白衣（びやくえ）のわらんべが、空をつんざいて飛ぶ
稲妻の中に、頭を低（た）れて唯ひとり、佇んで居つたで
はおぢやるまいか。山男は稀有（けう）の思をないて、千
引（ちびき）の巌にも劣るまじい大の体をかがめながら、
慰めるやうに問ひ尋ねたは、
「おぬしは何としてかやうな夜更けにひとり歩くぞ。」と申
したに、わらんべは悲しげな瞳をあげて、
「われらが父のもとへ帰らうとて。」と、もの思はしげな声
で返答した。もとより「きりしとほろ」はこの答を聞いても、
一向不審は晴れなんだが、何やらその渡りを急ぐ容子
（ようす）があはれにやさしく覚えたによつて、
「然らば念無う渡さうずる。」と、双手（もろて）にわらんべ
をかい抱いて、日頃の如く肩へのせると、例の太杖をてう
とついて、岸べの青蘆を押し分けながら、嵐に狂ふ夜河
の中へ、胆太くもざんぶと身を浸（した）いた。が、風は黒
雲を巻き落いて、息もつかすまじいと吹きどよもす。雨も
川面（かはづら）を射白（いしら）まいて、底にも徹（とほ）
らうずばかり降り注いだ。時折闇をかい破る稲妻の光に
見てあれば、浪は一面に湧き立ち返つて、宙に舞上る水
煙も、さながら無数の天使（あんぢよ）たちが雪の翼をは
ためかいて、飛びしきるかとも思ふばかりぢや。さればさ
すがの「きりしとほろ」も、今宵はほとほと渡りなやんで、
太杖にしかとすがりながら、礎（いしずゑ）の朽ちた塔の
やうに、幾度（いくたび）もゆらゆらと立ちすくんだが、雨
風よりも更に難儀だつたは、怪（けし）からず肩の

わらんべが次第に重うなつたことでおぢやる。始はそれ
もさばかりに、え堪へまじいとは覚えなんだが、やがて
河の真唯中へさしかかつたと思ふほどに、白衣のわら
んべが重みは愈（いよいよ）増（ま）いて、今は恰（あた
か）も大磐石（だいばんじやく）を負ひないてゐるかと疑
はれた。所で遂には「きりしとほろ」も、あまりの重さに
圧し伏されて、所詮（しよせん）はこの流沙河に命を殞
（おと）すべいと覚悟したが、ふと耳にはいつて来たは、
例の聞き慣れた四十雀の声ぢや。はてこの闇夜に何と
して、小鳥が飛ばうぞと訝（いぶか）りながら、頭を擡
（もた）げて空を見たれば、不思議やわらんべの面をめ
ぐつて、三日月ほどな金光が燦爛（さんらん）と円（ま
る）く輝いたに、四十雀はみな嵐をものともせず、その
金光のほとりに近く、紛々と躍り狂うて居つた。これを
見た山男は、小鳥さへかくは雄々しいに、おのれは人
間と生まれながら、なじかは三年（みとせ）の勤行（ごん
ぎやう）を一夜に捨つべいと思ひつらう。あの葡萄蔓
（えびかづら）にも紛はうず髪をさつさつと空に吹き乱い
て、寄せては返す荒波に乳のあたりまで洗はせながら、
太杖も折れよとつき固めて、必死に目ざす岸へと急い
だ。
それが凡そ一時（ひととき）あまり、四苦八苦の内に

続いたでおぢやらう。「きりしとほろ」は漸（やうや）く向う
の岸へ、戦ひ疲れた獅子王のけしきで、喘（あへ）ぎ喘
ぎよろめき上ると、柳の太杖を砂にさいて、肩のわらん
べを抱き下しながら、吐息をついて申したは、
「はてさて、おぬしと云ふわらんべの重さは、海山（うみ
やま）量（はか）り知れまじいぞ。」とあつたに、わらんべ
はにつこと微笑（ほほゑ）んで、頭上の金光を嵐の中に
一きは燦然ときらめかいながら、山男の顔を仰ぎ見て、
さも懐しげに答へたは、
「さもあらうず。おぬしは今宵と云ふ今宵こそ、世界の
苦しみを身に荷（にな）うた『えす・きりしと』を負ひない
たのぢや。」と、鈴を振るやうな声で申した。……
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《コロンブスのカトリック両王宛の書簡
（第4回航海に出る直前のもの、1502年）》

以前にも申しましたが、私がインディアス事業を遂行できたのは、思考力や数学や世
界地図のおかげではありません。イザヤの言ったことが実現したというだけのことです。
そのことを私はここで書くことで、両殿下に思い出していただき、またもう一つのことでお
喜びいただきたいのです。と申しますのはイェルサレムのことでありまして、それは同じ典
拠に基づいているのですが、その事業は、もし信仰があれば、勝利は絶対に確実である
と思っていただきたいのです。・・・・・・

カラブリア人の修道院長ヨアキムが、シオンの丘の神殿を再建することになっている人
はスペインから出るはずであると言いました。
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